
２
月
６
日
、
県
本
部
は
２

０
１
６
中
央
委
員
会
を
開
催

し
、
20
単
組
45
人
が
参
加
。

◎
15
秋
季
年
末
の
経
過
と
教

訓
、
◎
春
闘
～
夏
季
闘
争
の

要
求
活
動
・
組
織
強
化
拡
大

の
方
針
な
ど
を
討
論
し
確
認
。

討
論
で
は
16
単
組
・
３
部
評
・

共
済
議
員
団
が
発
言
。
「
組

合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
活
動
を
す
す
め
る
」
伊

予
、
「
ひ
と
回
り
大
き
な
青

年
部
を
」
青
年
部
、
「
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
あ
き
ら
め

ず
た
た
か
う
」
西
条
、
「
共

済
説
明
会
で
６
人
が
組
合
加

入
」
津
吉
病
、
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
当
局
提
案
が
あ
っ
た
」

四
国
中
央
、
「
共
済
の
助
け

あ
い
が
広
が
り
、
組
合
活
動

が
明
る
く
な
っ
た
」
西
予
、

「
交
渉
結
果
を
朝
ビ
ラ
で
知

ら
せ
、
職
場
の
声
が
大
き
く

な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
組

合
員
の
２
・
５
倍
集
ま
っ
た
」

今
治
、
「
つ
ぶ
や
き
箱
や
し
ゃ

べ
り
場
で
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
」
宇
和
島
病
、
「
11
月

全
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

し
、
１
月
団
体
交
渉
で
職
員

採
用
が
実
現
」
新
社
協
、

「
人
事
評
価
の
一
時
金
反
映
、

立
ち
止
ま
り
見
直
そ
う
の
声

を
広
げ
て
い
る
」
新
居
浜
、

「
新
採
加
入
を
若
い
チ
カ
ラ

で
」
内
子
、
「
技
術
職
の
応

募
が
な
く
魅
力
あ
る
職
場
に

し
た
い
」
新
水
、
「
２
月
に

保
育
担
当
課
訪
問
。
事
前
ア

ン
ケ
ー
ト
が
全
20
市
町
か
ら

返
信
さ
れ
た
」
保
育
部
会
な

ど
、
◎
活
動
成
果
と
教
訓
、

◎
要
求
前
進
と
組
織
拡
大
へ

の
前
向
き
な
思
い
と
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
６
日
午
前
中
、
「
職

場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
準
備
」

の
《
労
安
活
動
学
習
会
》
に

13
単
組
25
人
が
参
加
。
竹
下

愛
媛
労
連
事
務
局
長
は
「
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
準

備
・
実
施
・
運
用
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
解
説
。
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
防
止
が

目
的
」
「
事
業
者
に
個
人
情

報
の
保
護
・
管
理
、
不
利
益

な
取
り
扱
い
禁
止
が
定
め
ら

れ
て
い
る
」
「
結
果
を
職
場

分
析
・
環
境
改
善
に
つ
な
げ

る
事
業
者
責
任
と
組
合
要
求

が
大
切
」
な
ど
を
強
調
。
高

尾
県
本
部
副
委
員
長
は
、
県

内
事
例
か
ら
見
る
「
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
視
点

と
組
合
の
役
割
」
を
解
説
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
「
当
事
者

間
」
だ
け
で
な
く
、
事
業
主

の
「
安
全
配
慮
義
務
」
「
快

適
な
職
場
環
境
提
供
義
務
」

が
問
わ
れ
る
と
強
調
。
解
決

へ
「
職
場
シ
ス
テ
ム
・
労
災

制
度
・
紛
争
解
決
制
度
の
区

別
と
活
用
方
法
」
な
ど
説
明
。

講
義
を
受
け
、
具
体
的
事
案

の
参
加
者
質
問
も
あ
り
、
実

践
的
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

１
月
17
日
、
県
本
部
婦
人

部
「
第
49
回
定
期
大
会
」
に

全
県
か
ら
９
単
組
ほ
か
38
人

が
参
加
。
執
行
部
報
告
・
提

案
を
受
け
て
、
保
育
部
会
・

保
健
師
部
会
・
ス
テ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
や
Ｎ
Ｐ
Ｔ
行
動
な
ど

を
報
告
。
各
単
組
か
ら
も
楽

し
い
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
年
の
活
動
で
は

「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
も

と
づ
く
市
町
で
の
特
定
事
業

主
行
動
計
画
づ
く
り
に
私
た

ち
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

や
「
憲
法
カ
フ
ェ
」
な
ど
を

確
認
。
最
後
に
「
婦
人
部
」

か
ら
「
女
性
部
」
へ
の
名
称

改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
続
い
て
、
田
頭
書

記
長
に
よ
る
「
女
性
の
身
体

に
つ
い
て
正
し
く
知
っ
て
い

き
い
き
と
働
き
続
け
ま
し
ょ

う
」
と
題
す
る
学
習
会
を
実

施
。
一
生
を
通
じ
社
会
的
に

母
性
を
保
護
さ
れ
、
健
康
に

働
き
生
活
す
る
た
め
に
、
自

分
の
身
体
の
し
く
み
を
知
り
、

法
律
・
制
度
を
知
る
大
切
さ

を
実
体
験
を
交
え
た
話
が
大

変
好
評
で
し
た
。

１
月
16
日
、
県
本
部
青
年

部
は
四
国
中
央
市
『
ア
リ
ー

ナ
土
居
』
で
「
第
３
回
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
」
を
開
催
し
、

４
単
組
16
人
が
参
加
。
３
チ
ー

ム
に
わ
か
れ
各
チ
ー
ム
６
試

合
を
行
い
、
そ
の
後
体
力
に

自
信
の
あ
る
選
抜
選
手
で
20

分
間
、
フ
ッ
ト
サ
ル
本
番
さ

な
が
ら
の
試
合
を
内
子
チ
ー

ム
が
制
し
ま
し
た
。
人
数
は

若
干
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

参
加
し
た
選
手
同
士
で
最
後

ま
で
一
生
懸
命
熱
い
試
合
を

繰
り
広
げ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を

仲
間
と
楽
し
み
ま
し
た
。
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日 程

【２月】
20 青年部反核へんろ（今治）
20 医療介護評幹事会（内子）
20 自治体保育労働者全国交

流集会（岡山～21）
25 東予総支部代表者会議
27 現業評幹事会
27 社会福祉評評幹事会
27 自治体公立病院労組全国

交流集会（豊橋～28）
【３月】
３ 全国一斉労働相談日
９ 春闘中央行動･四国ブロッ

ク総務省要請（東京）
９ 元周病職員裁判（高松）
11 震災復興・原発再稼働反

対行動（各地域）
12 県本部拡大執行委員会
12 愛媛労連女性部春闘集会
13 東予ブロック春闘集会

（10:00～新居浜）
13 中予ブロック春闘集会

（10:00～松山）
13 南予ブロック春闘集会

（10:00～内子）
23 南予総支部代表者会議
27 社会保障拡充集会（愛大）

県本部中央委員会では、顧問弁護士の中尾英二先生（写真/愛媛法律事務所）から「安保法制における住

民や自治体の『協力』と今後の課題」についてレクチャーを受けました。昨年９月成立した「安保法制＝

戦争法」の４月施行、安倍首相の『憲法9条を変える』『緊急事態条項を定める』がすすむと、今後、●自

治体首長に必要な措置を取らせることができるようになり、●地方自治体と職員の空港・港湾等の管理協

力、●地域や住民生活への影響などについて解説がありました。



１
月
20
日
、
新
居
浜
社
協

労
組
は
「
団
体
交
渉
」
を
実

施
、
執
行
委
員
８
人
が
各
課

の
現
状
と
問
題
点
を
訴
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
の

改
善
を
求
め
、
今
後
も
労
使

の
話
し
あ
い
を
大
切
に
し
た

組
織
・
人
づ
く
り
を
確
認
し

あ
い
ま
し
た
。
１
月
22
日
に

は
「
新
年
決
起
集
会
」
を
開

催
し
45
人
の
組
合
員
が
参
加
。

最
初
に
白
川
執
行
委
員
長
が

「
要
求
提
出
と
団
体
交
渉
」

を
報
告
し
「
要
求
実
現
へ
組

合
員
の
団
結
と
よ
り
よ
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に

社
協
が
一
丸
と
な
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
乾
杯
後
は
、

職
種
に
関
係
な
く
組
合
員
同

士
お
お
い
に
語
り
あ
い
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

１
月
25
日
、
今
治
市
職

「
保
育
部
会
総
会
」
に
16
人

が
参
加
。
最
初
に
講
師
を
招

い
て
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

を
実
施
。
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ

た
簡
単
な
動
き
か
ら
始
め
、

腰
痛
や
肩
こ
り
に
効
く
動
き

や
家
で
も
で
き
る
簡
単
な
動

き
を
教
え
て
も
ら
い
楽
し
く

交
流
。
「
家
庭
や
保
育
の
合

間
に
取
り
入
れ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
こ

の
間
の
保
育
部
会
の
活
動
と

交
渉
で
改
善
さ
れ
た
報
告
、

昨
年
12
月
提
出
の
「
部
会
要

求
書
」
を
説
明
。
参
加
者
か

ら
「
非
正
規
保
育
士
は
、
自

立
し
た
生
活
が
で
き
な
い
た

め
続
け
る
か
悩
ん
で
い
る
保

育
士
が
多
く
い
る
」
「
保
育

士
の
雇
用
形
態
が
バ
ラ
バ
ラ

で
、
不
満
も
多
く
働
き
に
く

い
」
な
ど
保
育
所
の
現
状
や

問
題
点
を
意
見
交
換
。
最
後

に
井
出
保
育
部
長
と
村
瀬
執

行
委
員
長
が
「
お
か
し
い
こ

と
に
は
声
を
あ
げ
、
み
ん
な

で
今
治
の
保
育
を
良
く
し
よ

う
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

１
月
22
日
、
市
立
大
洲
病

院
労
組
は
「
し
ゃ
べ
り
場
」

を
開
催
し
10
人
が
参
加
。
昨

年
12
月
の
「
団
体
交
渉
の
結

果
」
を
報
告
し
、
「
今
後
の

重
点
課
題
」
に
つ
い
て
参
加

者
が
意
見
交
換
。
そ
の
中
で

「
救
急
待
機
時
の
オ
ン
コ
ー

ル
の
賃
金
対
応
」
「
36
条
協

定
」
な
ど
の
現
状
を
出
し
あ

い
、
今
後
組
合
で
改
善
要
求

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
後

半
は
ミ
ニ
学
習
会
で
『
労
働

委
員
会
の
活
用
法
』
を
学
び
、

「
組
合
加
入
の
声
か
け
を
上

司
か
ら
『
し
て
は
い
け
な
い
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

労
働
委
員
会
の
活
用
も
検
討

し
て
は
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

２
月
１
日
、
県
自
治
体
一

般
コ
コ
ロ
分
会
（
内
子
社
協
）

の
「
執
行
委
員
会
」
に
８
人

が
参
加
し
、
①
春
闘
要
求
書
、

②
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
・
保
育

署
名
、
③
春
闘
の
今
後
の
と

り
く
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し

あ
い
ま
し
た
。
要
求
書
に
つ

い
て
は
、
前
回
交
渉
の
継
続

課
題
な
ど
を
整
理
。
主
に

「
保
育
園
の
運
営
」
と
「
労

働
条
件
」
を
重
点
に
要
求
す

る
こ
と
を
意
思
統
一
。
職
場

か
ら
は
「
保
育
士
不
足
が
深

刻
。
募
集
し
て
も
集
ま
ら
な

い
」
「
魅
力
あ
る
保
育
園
に

す
る
こ
と
や
労
働
条
件
改
善

は
人
材
を
集
め
る
た
め
に
も

必
要
」
「
書
類
の
書
き
方
な

ど
園
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
な
の

を
統
一
し
て
ほ
し
い
」
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
・
持
ち
帰
り
残
業

を
な
く
し
、
子
育
て
し
な
が

ら
働
け
る
環
境
に
し
て
」
な

ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
中
旬
に
「
分
会
要
求
書
」

を
提
出
し
、
年
度
内
に
交
渉

実
施
の
予
定
で
す
。

１
月
30
日
、
東
予
総
支
部

「
書
記
学
習
会
」
に
９
人
が

参
加
。
こ
の
間
の
単
組
交
渉

で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
き

た
「
非
正
規
の
処
遇
改
善
や

非
正
規
雇
用
に
つ
い
て
学
び

た
い
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
書
記

を
講
師
に
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
が
「
非
正
規

雇
用
の
社
会
的
背
景
」
や

「
自
治
体
職
員
の
非
正
規
雇

用
の
割
合
」
な
ど
に
つ
い
て

資
料
を
も
と
に
説
明
し
、

「
労
働
法
制
の
体
系
」
や

「
自
治
体
非
正
規
雇
用
の
任

用
の
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
（
条
文
の
読
み
方
）
」
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

そ
の
後
、
組
合
運
動
に
深
く

か
か
わ
る
書
記
さ
ん
な
ら
で

は
の
疑
問
や
近
隣
自
治
体
の

非
正
規
職
員
の
給
料
比
較
や

関
連
要
求
な
ど
を
出
し
あ
い

ま
し
た
。
場
所
を
変
え
て
の

昼
食
会
で
も
話
は
続
き
、
同

じ
書
記
の
立
場
で
し
っ
か
り

話
し
あ
え
る
「
書
記
が
集
え

る
場
」
を
つ
く
る
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

１
月
23
～
24
日
、
こ
の
冬

一
番
の
寒
波
の
中
、
西
条
市

職
労
青
年
部
は
「
雪
山
ツ
ア
ー

in
大
山
」
を
実
施
し
10
人
が

参
加
。
１
日
目
は
、
吹
雪
に

も
負
け
ず
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ボ

を
満
喫
。
２
日
目
は
「
岡
山
・

倉
敷
」
に
立
ち
寄
り
『
岡
山

ワ
イ
ナ
リ
ー
』
と
『
三
井
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
倉
敷
』
で
見
学

と
お
買
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
だ
い
ぶ
寒
く
な
り
、
冬
ら

し
く
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！（

宇
和
島
・
梶
原
）

■
こ
の
冬
一
番
の
寒
さ
が
続

き
ま
す
が
、
毎
日
30
分
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
寒
さ
に
負
け

ず
、
気
分
転
換
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
筋
力
ア
ッ
プ
で
前
向

き
に
と
り
く
む
体
力
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
社
協
・
高
橋
）

■
高
知
の
老
舗
割
烹
で
天
然

の
ク
エ
鍋
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
ま
し
た
。
無
宗
教
で
す
が
、

神
に
感
謝
す
る
美
味
し
さ
で

し
た
。（

四
国
中
央
・
山
岡
）

【
訂
正
】
前
号
１
月
号
パ
ズ

ル
当
選
者
の
氏
名
は
、
大
田

陽
市
さ
ん
で
し
た
。

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４６９号 ２０１６年 ２月２０日

■
４
６
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ゲ
ン
パ
ツ
サ
イ
カ
ド

ウ
」
（
原
発
再
稼
動
）
で
し

た
。
正
解
は
11
通
で
し
た
。

正
解
者
の
な
か
か
ら
５
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

高
橋

玲
子(

新
居
浜
社
協)

越
智

崇
典
（
今

治
）

松
下

達
則
（
大
洲
病
院
）

水
元
美
恵
子
（
伊

予
）

越
智

義
文
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月
27
日
【
発

表
】
４
７
１
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①商品としての衣服や下着など

④勝ち組⇔○○○○

⑦「日本大学」の略称

⑧沈もうとしている太陽。入り日

⑨目つき。目の表情。視線。熱い○○○○

【タテのカギ】
①愛媛県松山地方に伝わる芸能万歳の一種

②沖縄にある日本最西端の島

③熊本県の県民性を表現した言葉

「○○もっこす」

⑤百人一首53番の作者、藤原○○○○母

⑥割り箸を使わず自前の「○○○○」を

使う運動も

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

マ
ン
ガ
の
題
名
に
も
あ
る
こ
と
わ
ざ

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


